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Special Feature

秋
が
あ
つい

北
本
ま
つ
り

　

毎
年
11
月
上
旬
に
２
日
間
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
る
北
本
ま
つ
り
。

　

初
日
の「
宵
ま
つ
り
」で
は
、
埼
玉
県

警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
が
出

演
す
る「
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
」で
幕
を

開
け
ま
す
。
引
き
続
き
、
晴
れ
や
か
な

「
流
し
踊
り
」。
９
団
体
330
人
以
上
の
参

加
者
に
よ
る
踊
り
は
壮
観
で
す
。
そ
の

後
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、
沖
縄
エ
イ

サ
ー
、
お
わ
ら
節
踊
り
等
の
日
本
各
地

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
す
。
夕
方
か
ら
は
北
本
太
鼓
の

勇
壮
な
響
き
を
合
図
に
会
津
坂
下
ね
ぶ

た
、
扇
型
の
弘
前
ね
ぷ
た
、
範
頼
ね

ぷ
た
や
各
団
体
が
制
作
し
た
ね
ぶ
た
、

囃
子
山
車
が
会
場
を
練
り
歩
き
ま
す
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
市
内
の
囃
子
７
団
体
が

一
堂
に
会
し
、「
囃
子
の
ひ
っ
か
わ
せ
」

で
締
め
く
く
り
ま
す
。

　

２
日
目
の「
産
業
ま
つ
り
」は
、【
産
業
の

活
力
が
私
た
ち
の
ま
ち
、「
き
た
も
と
」を

よ
り
豊
か
に
し
ま
す
】を
テ
ー
マ
と
し
て
、

市
内
商
工
業
者
・
農
業
生
産
者
が
中
心

と
な
り
、
文
化
同
好
団
体
、
姉
妹
都
市
会

津
坂
下
町
や
、
弘
前
市
な
ど
の
参
加
協
力

を
得
て
特
産
品
の
展
示
・
販
売
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、「
き
た
も
と
・
よ

し
も
と
漫
才
」が
新
規
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
北
本
太
鼓
か

ば
ざ
く
ら
、ね
ぷ
た
囃
子
、よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

ねぶたの運行で有名な北本の秋の風物詩！今年も姉妹都市である福島県会津坂下町や、青森県弘前市
を始め、多くの皆さんの協力を得て盛大に開催します。北本市最大のイベントである「北本まつり」に
皆さんもぜひ、足をお運びください！

11月10日（土）14：10～20：30西中央通り宵まつり

産業まつり 11月11日（日）9：30～14：30北本中学校校庭
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特集Ⅱ 秋があつい　北本まつり

カラーガード隊のフラッグ演技

平成23年「ばんげねぶた」

平成23年「弘前ねぷた」

産業まつりの様子

■北本まつりの歴史■
　そのルーツは、昭和58
年に開催された「コミュニ
ティまつり」のプログラム
として北本駅西口から西
小学校交差点までパレード
をしたことにあります。そし
て、「産業まつり」、「コミュ
ニティまつり」、「くらしと健
康展」、「ふれあい広場」
として実施していたものを
昭和61年に一本化し、「北
本まつり」として開催しま
した。
　その後、平成₆年から
現在の形である「宵まつり」
と「本まつり」の₂日間
の開催となっています。
　当初より、市民による、
市民のまつりとして、市内
で活動する各種団体等で
「実行委員会」を組織し
て運営されています。
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交通規制のお知らせ
　北本まつり「宵まつり」開催に伴い、13：30～
21：00は交通規制となり、車両の通行ができませ
ん。ご協力をお願いします。

会場・駐車場・駐輪場のご案内

※文化センター駐車場は使用できません。
※駐車スペースに限りがありますので、あらかじめご了承
ください。

　

埼
玉
県
警
察
音
楽
隊
は
、
埼
玉
県
を

中
心
に
活
動
し
、
県
内
行
事
や
小
学
校

で
の
演
奏
な
ど
、
幅
広
い
演
奏
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
フ
ラ
ッ
グ

演
技
も
行
わ
れ
ま
す
。

会
津
坂
下
町
か
ら
「
ね
ぶ
た
」、

弘
前
市
か
ら
「
扇
ね
ぷ
た
」
が

や
っ
て
く
る
！

　

北
本
市
の
姉
妹
都
市
、
福
島
県
会
津

坂
下
町
か
ら
大
型
の「
ば
ん
げ
ね
ぶ
た
」

が
や
っ
て
き
ま
す
。
迫
力
満
点
の
立
体

的
な
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

青
森
県
弘
前
市
か
ら
は
扇
ね
ぷ
た
の

ほ
か
担
ぎ
ね
ぷ
た
・
ね
ぷ
た
囃
子
も

や
っ
て
き
ま
す
。
埼
玉
で
本
場
の
ね
ぷ

た
ま
つ
り
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
！

◆「
産
業
ま
つ
り
」

特
産
品
の
展
示
・
即
売

　

市
内
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
福
島
県
会

津
坂
下
町
や
、
青
森
県
弘
前
市
の
特
産

品
の
展
示
・
即
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
３
万
５
，０
０
０
人
も
の

人
に
来
訪
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
集
２
―
②

◆「
宵
ま
つ
り
」

埼
玉
県
警
察《
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー

ガ
ー
ド
隊
》
が
や
っ
て
く
る
！

北
本
ま
つ
り
の
見
ど
こ
ろ

　
ま
ち
を
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
北
本
ま
つ
り
。
特
に
初
日
の
「
宵
ま
つ
り
」

で
は
、
会
津
坂
下
ね
ぶ
た
、
弘
前
ね
ぷ
た
を
始
め
、
す
べ
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ね

ぶ
た
運
行
に
参
加
し
、
そ
の
眺
め
は
壮
観
で
す
。
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Special Feature

宵
ま
つ
り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

開
会

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド（
県
警
音

楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
ほ
か
）

流
し
踊
り

各
団
体
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
ほ
か
）

北
本
太
鼓「
か
ば
ざ
く
ら
」の

演
奏

式
典

ね
ぶ
た
、
囃
子
山
車
の
運
行

囃
子
の
ひ
っ
か
わ
せ

閉
会

※
雨
天
の
場
合
は
、
午
後
6
時
か
ら

ね
ぶ
た
等
の
運
行
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　
北
本
ま
つ
り「
宵
ま
つ
り
」部
門
実

行
委
員
会（
事
務
局
・
産
業
観
光
課

観
光
推
進
担
当
☎
594-

５
５
３
０
）

◆
宵
ま
つ
り
・
産
業
ま
つ
り
で
は
、
ご
み
ゼ

ロ
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、
会
場
内
に
ご
み

箱
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
ご
み
を
持

ち
帰
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

14：15 14：1014：4515：2017：1017：3518：0019：5020：20

　
「
宵
ま
つ
り
」は
平
成
６
年
に
第
１
回

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
宵
ま
つ
り
」を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
第
１
回
か
ら
扇
型

の「
北
本
ね
ぷ
た
」と
人
型
の「
会
津
坂

下
ね
ぶ
た
」の
２
種
類
の
ね
ぶ
た
運
行

を
行
い
ま
し
た
。「
宵
ま
つ
り
」で
運
行

さ
れ
る
扇
型
の「
北
本
ね
ぷ
た
」の
ル
ー

ツ
は
、
平
成
３
年
に
、
当
時
の
社
会
教

育
委
員
が
青
森
県
弘
前
市
を
視
察
し
た

際
、「
弘
前
ね
ぷ
た
」の
制
作
方
法
や
画

法
を
学
び
、
北
本
で
青
少
年
育
成
事
業

の
一
環
と
し
て
制
作
し
、
青
少
年
育
成

市
民
大
会
で
運
行
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、「
会
津
坂
下
ね
ぶ
た
」は
福
島
県
会

津
坂
下
町
が
、
青
森
県
黒
石
市
の
ね
ぶ

た
を
参
考
に
作
り
、
夏
ま
つ
り
で
運
行

し
て
い
た
ね
ぶ
た
を
、
姉
妹
都
市
の
縁

で
、
宵
ま
つ
り
開
催
当
初
か
ら
招
へ
い

し
、
披
露
・
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
が
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を

活
用
し
て
、
ね
ぶ
た
を
制
作
し
ま
し
た
。

現
在
で
は
す
べ
て
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
ね
ぶ
た
を
保
有
し
、
宵
ま
つ
り

で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
は
、
群
馬
県

太
田
市
で
昭
和
61
年
か
ら
開
催
さ
れ
て

い
る「
尾
島
ね
ぷ
た
ま
つ
り
」の
参
加
団

₁2

3

4

12交通安全パレード
埼玉県警察音楽隊・カラーガード隊
の演奏・演技、参加団体の行進等
でまつりの幕開けを告げます。
3流し踊り
総勢330人以上の参加者による流
し踊りが西小学校方面から駅交
差点に向かって行われます。
4尾島ねぷた囃子
青森県弘前市と友好都市である群
馬県太田市から上州ねぷた会が今
年も友情出演します。太田市では
毎年「尾島ねぷたまつり」が開催
されています。

宵
ま
つ
り



特集Ⅱ-④ 2012年11月１日発行

特集Ⅱ 秋があつい　北本まつり

実行委員長のことば
　北本まつりは、まつりへの参加を通して、「北本が私のふるさと」という意識を持つことを目
的に毎年開催しています。おかげさまで「宵まつり」の来場者は年を追うごとに増加し、昨
年は5万 7千人もの方にご来訪いただき、北本で最も多くの来場者を集めるイベントに成長し
ました。また、遠路よりご参加いただき、まつりを盛り上げていただいている会津坂下町、弘
前市、上州ねぷた会の皆様に感謝を申し上げます。
　今後も市民の皆様と協働し、多くの皆様に愛されるまつりとしていきたいと考えております。
今年のまつり当日にも多くの皆様に会場まで足を運んでいただきたいと思います。

北本まつり「宵まつり」部門　　実行委員長　天沼　亨次

体
に
よ
る
、
ね
ぷ
た
囃
子
が
宵
ま
つ
り

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成

22
年
か
ら
は
、
ね
ぷ
た
の
本
場
で
あ
る

青
森
県
弘
前
市
か
ら
、
弘
前
ね
ぷ
た
と

ね
ぷ
た
囃
子
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
弘
前
市
か
ら
は
、
津
軽
錦
絵
作

家
協
会
会
長
で
あ
る
三み

浦う
ら

呑ど
ん
り
ゅ
う龍
氏
ほ
か

一
流
講
師
陣
を
お
迎
え
し
て
、
８
月

18
日
・
19
日
に
市
民
対
象
の「
ね
ぷ
た

絵
・
囃
子
講
習
会
」を
昨
年
に
引
き
続

き
開
催
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
範
頼
ね
ぷ
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
等
の
ね
ぷ
た
、
会

津
坂
下
ね
ぶ
た
、
尾
島
ね
ぷ
た
囃
子
、

弘
前
ね
ぷ
た
、
囃
子
山
車
な
ど
約
30
台

が
、
晩
秋
の
夕
闇
の
中
、
宵
ま
つ
り
会

場
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

年
々
、来
場
者
も
増
加
し
て
お
り
、当

初
は
約
１
万
５
，０
０
０
人
ほ
ど
だ
っ
た
来

場
者
も
、
昨
年
は
約
５
万
７
，０
０
０

人
も
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

特
集
２
―
④

56ねぶた、囃子山車の運行
北本市内各地域のねぷた（ねぶた）、ばんげねぶた、弘前ねぷた、
尾島ねぷた囃子、囃子山車など約30台が運行します。
7パフォーマンス
沖縄エイサー、ほたる踊り、鹿児島民謡、武術演武、越中お
わら節踊り、よさこいソーラン等、日本各地のパフォーマンス
でまつりを盛り上げます。（写真は、よさこいソーラン（北桜連））
8北本太鼓「かばざくら」
「北本に新しい文化の創造と、青少年に感動の機会を」を
キャッチフレーズとして、平成₂年₇月に誕生した ｢北本太
鼓かばざくら｣ が勇壮な響きを奏でます。
9弘前担ぎねぷた
ねぷたの本場である弘前市から運ばれてきた担ぎねぷた（平
成22年）。明かりは電気ではなく、ロウソクの火を使用しており、
風情があります。担ぎねぷたは今年₂年ぶりの参加となります。

5

6

8

7

9

※「
ね
ぷ
た
」と「
ね
ぶ
た
」の
違
い

　「
ね
ぷ
た
」と「
ね
ぶ
た
」ど
ち
ら
も
起

源
は
同
じ
で
す
が
、
な
ま
り
の
違
い
か

ら
分
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
昔

の
文
献
を
見
る
と「
ね
ふ
た
」だ
っ
た

り
、「
ね
む
た
」だ
っ
た
り
呼
び
名
が
定

ま
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
弘
前
市

の「
ね
ぷ
た
」、
青
森
市
の「
ね
ぶ
た
」と

い
う
よ
う
に
、
地
域
の
差
別
化
を
図
る

目
的
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
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物産販売の様子 農産物共進会の様子

実行委員長のことば
　長かった猛暑も終わり、爽やかな秋風が心地よい季節となりました。そして、北本まつり「産業まつり」
の開催が近づいてまいりました。市民が集い、ふれあい、地域に生きる喜びと、北本に住んでよかった
と感じるおまつりです。
　毎年、会津坂下町、弘前市より出展されます皆様には、遠路よりご参加頂き、会場に華を添えて下さ
いますことに感謝を申し上げます。
　昨年、当地でのB級グルメ大会で優勝した、北本トマトカレー、そして関東グリコ㈱「北本ファクトリー」の開業等、日々
進化している地域に相応しい産業まつりとなる様、関係団体皆様方、学校関係者の皆様のご協力をお願い致します。
　そして、参加者が安全で楽しい一日となる様、御祈念申し上げます。

北本まつり「産業まつり」部門　　実行委員長　深井　英明

9：3010：0010：3011：0011：3012：1513：0013：3014：30
市
内
の
家
庭
菜
園
に
お
い
て
野
菜
を
栽

培
し
て
い
る
市
民
と
な
り
ま
す
。

　

表
彰
式
は
11
月
28
日（
水
）Ｊ
Ａ
あ
だ

ち
野
北
本
支
店
で
行
い
ま
す
。　

問
合
せ

　

北
本
ま
つ
り「
産
業
ま
つ
り
」部
門  

実
行
委
員
会（
事
務
局
・
北
本
市
商
工

会
☎
591-

４
４
６
１
）

　

北
本
ま
つ
り「
産
業
ま
つ
り
」は
北
本

中
学
校
の
校
庭
を
会
場
に
新
鮮
な
朝
ど

り
野
菜
の
直
売
や
市
内
商
工
、
北
本
市

と
の
姉
妹
都
市
に
あ
た
る
会
津
坂
下
町

や
、
弘
前
市
の
物
産
販
売
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
秋
晴
れ

の
一
日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
北
本
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、農
産
物
共
進
会
の
展
示
が
行
わ
れ
、

生
産
農
家
の
部
と
家
庭
菜
園
の
部
か
ら

出
品
さ
れ
ま
す
。こ
こ
で
は
、知
事
賞
・

市
長
賞
並
び
に
各
賞
に
輝
い
た
農
産
物

等
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

「
農
産
物
共
進
会
と
は
」

　

農
産
物
共
進
会
の
趣
旨
は
、
栽
培
技

術
の
向
上
と
増
産
意
欲
を
高
め
、
農
業

経
営
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
、
ま
た
、

家
庭
菜
園
に
お
い
て
収
穫
さ
れ
た
農
産

物
を
品
評
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
地
域
農
業
へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
野
菜
作
り
に
対
す

る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
出
品
部
門
は
、「
生
産
農
家
の

部
」、「
家
庭
菜
園
の
部
」に
分
か
れ
、
品

目
ご
と
に
優
秀
な
も
の
を
選
定
し
、
副

賞
を
添
え
て
表
彰
し
ま
す
。

　

申
込
み
資
格
は
、
市
内
に
居
住
す
る

農
業
者
お
よ
び
農
産
物
生
産
組
合
員
、

産
業
ま
つ
り

産
業
ま
つ
り

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

開
会
式
典

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

和
太
鼓
演
奏

弘
前
ね
ぷ
た
囃
子

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
演
舞

よ
し
も
と
漫
才

剣
道
演
技

吹
奏
楽
演
奏

閉
会
式


